











僅かながら浄瑠璃独自の本文がみられることがある。加賀 の謡曲摂取が、 記憶によるも ではなく、 特定できる謡本を忠実に使っているということは、この僅かながら見られ 差違 記憶間違いなどではなく、意図的な改変であると言える。今後は、こうし
た差違が何故あるのかを検討していくことも必要ではないだろうか。　
ところで、謡曲本文をそのままに浄瑠璃に取り込んで、節も謡


















り、それらは「道成寺物」と総称される。取り入れ方としては、①「京鹿子娘道成寺」を代表とする能の「道成寺」を舞踊化したもの、②一つの劇の中に能の「道成寺」を取り込んだもの、③能の「道成寺」の背景にある、いわゆる「道成寺縁起」を近世的に劇化したものにわけら るであろうか。③には、末尾に能の「道成寺」が付け足されている場合も少なからずある。ちなみ 、加賀掾には複数の道成寺物があ が、 「道成寺縁起」そのも を劇化した浄瑠璃はない。　
①は少し異質であるため今回は保留する。②③の道成寺物で







































































































































 桜が谷の後室は、姉君春姫を奥右衛門が弟奥三郎御供申し座敷へ出る。毎年の祝儀の御能道成寺、小鼓は妹君清姫、大皷は家老桐山衛門之介、太鼓は惣領主膳様 僧ワキは腰元衆太夫 久米之介、白拍子 舞 鐘入りの所作大出来〳〵と、
一家中見物の掛声、能果つれば、役人皆々休息したりける。この部分は、絵入狂言本に挿絵がある（図４） 。能舞台と思われる舞台の上に 小鼓・大鼓・太鼓の囃方が並び、三人の僧（ワキ）が数珠を押しもむ姿で描かれている。笛は描かれていない。本文にも笛の記述がない。笛なしとは考
えられないが、舞台上で笛を吹くことができる役者がいなかったのであろうか。舞台後方には鐘楼があり、鐘が吊られている。そして、鐘の撞木に足を搦めて上半身を鐘から出すような姿勢で般若の面をつけたシテの姿が描かれている。絵入狂言本の挿絵がどれだけ実際の舞台を反映している は、個々に検討が必要である。しかし、こうした軽業芸は、実際に行われていたから そ描かれ
たと考えてよい。本来の能の舞台にはない鐘楼が舞台上にあるのは、軽業には撞木が必要であり、その為には鐘楼を組まざるえなかったからであろう。ここでシテを勤めたのは榊山四郎太郎である。榊山姓の役者は、軽業が得意で、四郎太郎は『加州桜谷血達磨』の後半でもいくつかの 芸を舞台上で披露しており、それが挿絵に描かれている。 『加州桜谷血達磨』は 享保二年に再演されるが、 この時も四郎太郎（改名して二代目榊山小四 ）が「道成寺」のシテを勤めて、軽業芸を披露して る。
ちなみに、 『役
者全書』 （安永三年刊）には、 「 （道成寺を）略して舞ふは元祖榊山小四郎に始り後の小四郎軽業にてなすといふ」という記述がある。 「後の小四郎」すなわちこの四郎太郎 る。　
元禄五年の役者評判記『役者大鑑合彩』の上村今吉彌の評に







州桜谷血達磨』などと同様の軽業芸があったことが推測されている。　「道成寺」にからくりや軽業芸が付加され のは、どこまで遡ることが出来 か。歌舞伎の「道成寺物」の古い記録は、 『松平大和守日記』万治二年の操芝居の間狂言の
「かねまき」であろう。しかしそこには、演目名はあっても演出についての記述はない。そうした中で、芸能 資料ではないが、宙づりの鐘から上半身を出す蛇体の女の姿を描












般若の面を付けたかのように描かれているのである。図８で蛇体となった安珍と並んでいる女の姿から、その特異性が如実に見えるであろう。隣の安珍は、 「道成寺縁起絵巻」に描かれ ように、全身蛇体（むしろ龍体か）に描かれている。この般若の面を付けたような女の描き方は、寡聞にして『だ じやうじ物語』以前の文献には見つけていない だが、 『だうじや 物語』以後であれば、 先に挙げた図２・３や次に挙げる『うしわか虎之巻』 （図９）に共通している。　
さてこの蛇体となった女が鐘から上半身を出す姿は、 『だうじ
やうじ物語』の作者 る創作なのであ うか。まず 以下にこの挿絵に該当する『だうじや じ物語』の本文を挙げる。　　
 あまりにつよくいのられてつかねど、此かねひゞき出。ひかねど、此かねをどるとぞみえし。ほどなく、しゆろうに引あげければ。じやたいのかたちはあらはれたり。ぎやうじや、いよ〳〵ちからをえて。 （中略）いのりいのられ、かつはとまろぶが。またおきあかりて、あらうらめしやと。かねにむかつてつくいきは。 みやうくはとなりて、 ゆろうにもゆるを。






      三、 『うしわか虎之巻』について
　
宇治加賀掾の古浄瑠璃『うしわか虎之巻』は、延宝四年十一月
山本九兵衛刊の絵入十六行本が現存する。その内容は、同年九月刊の『遊屋物語付タリ牛若兵法之恋慕』 （以下『遊屋物語』 ） 続編となる。 『遊屋物語』は、鬼一法眼の娘桂の前と恋仲になった牛若が、彼女の手引きで虎之巻を手に入 、共に熊野の鈴木庄司の元へと身を寄せ、熊野権現に誓紙 捧げるところまでの物語である。続編の『うしわか虎之巻』では、平家方の追っ手が熊野まで来たため、鈴木庄司 息子と娘が牛若と桂の前の身替わりとなり、牛若と桂の前は湯浅の庄司の元へと逃れる。桂の前は諸々の辛苦が原因となって病の床に伏し 遂に亡くなってしまう。桂
― 4注 ―
前を道成寺に葬った牛若は、道成寺の鐘に纏わる物語（道成寺縁起）を道成寺の僧から聞き、桂の前追善 ために鐘を再建することにする。鐘の供養の場に白拍子が現れて、以下能の「道成寺」をそのまま摂取した展開となる。最後は女の執心は成仏し「源氏の御門出すへはんじやう共なか〳〵申計 なかりけれ」で終 。「道成寺物」としては、一つの劇の中に能「道成寺」を取り込んだ形態である。人形が演じる で中入は必要ないためか、能では中入でワキ僧が語る道成寺の鐘の由来を冒頭で語ってしまっ いる。　
さて、この浄瑠璃については前掲の田草川氏の論文において、












































































 姫はしゆろうにしのびより。思へは此かねうらめしやととびかゝらんとし給へばりうづしきりにもへあ り。にはかにうめく ねのを 山もひゞきておびたゝし
三井寺の僧達が登場し、姫が鐘を撞く を止めよう する。ここで能「三井寺」が利用される。姫はさらに鐘に飛び付こうとする。　　

















      四、おわりに
　
以上、近世芸能における「道成寺物」の鐘から出てくる場面の
演出に着目しつつ、加賀掾の浄瑠璃『うしわか虎之巻』の演出について考えてきた。能の「道成寺」では、乱拍子―序の舞―鐘入までが、演じ手にとっても（おそらく観客にとっても）特に重要な箇所 あろう。それに対して、舞踊を除く近世芸能では、鐘から出てくるとこ の演出が注目されてきたと言えるのではないか。これは、本編で扱った時代以後もある程度踏襲されている。 『道成寺現在鱗』 （寛保二年）では、白拍子が鐘に入るが、出てくるのは勇ましい武者である。 『恋女房染分手綱』 （宝暦元年） 、 上った鐘から出てくるのは切腹したシテ あった。どちらも観客の期待をいい意味で裏切 演出であろう。その始まりがいつで、何元にして始まったのかは、これからの課題として残る 、少なくとも万治三年の『だうじやうじ物語』刊行以前からそう た演出が存在したことは明らかである。そして、延宝四年上演の加賀掾の『うしわか虎之巻』は、近世芸能の「道成寺物」で うした演出が行われていたこと 確実に示す『だうじやうじ 語』に次ぐ古い例といえる。　「はじめに」で、 「加賀掾の謡曲趣味」という言葉を使った。加賀掾が謡曲本文を浄瑠璃にそのまま移入した現象を、単なる加賀掾個人の 「趣味」 と評価する段階だけで止めてよいのだろうか。 『竹豊故事』に「座本・太夫・名代…」と書かれ、延宝 ら宝永まで
京都の浄瑠璃界の第一線に居続けた加賀掾が、単に自分の好みだけで、浄瑠璃の中に謡曲の丸取りを入れたとは考えにくい。そこには、それを受け入れ、喜ぶ観客があったということも忘れてはならない。なお、時代が下るにつれて、加賀掾の浄瑠璃に謡曲の丸取りが減っていく も、観客 嗜好の変化と関連があったのではないか。　
また加賀掾本人も、太夫として謡を浄瑠璃に移入して聴かせる




















































 能の「道成寺」が「三井寺」と関連が深いことはよく知られている。加賀掾の『京わらんべ』に先立ち、 仮名草子『だうじやうじ物語』は、鐘入の後の祈りの場面で、能の 道成寺」 と 「三井寺」 を重ねて利用してい こ が指摘できる。
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